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研究内容 

発光には、左回転・右回転 2 種類の円偏光発光

(CPL)が存在し、現在の液晶に多用される直線偏光と

は異なる光学特性を有する。そのため、高機能性 CPL

材料の開発が強く求められている。 

 

［１］BINAP-Euハイブリッド CPL 発光体の開発 

これまで CPL を発する Eu 発光材料として、

BINAPO をはじめとするホスフィンオキシド配位子

が、一般的に用いられてきた。 

本研究では、ホスフィンオキシド配位子のかわり

に不斉触媒反応などで広く用いられているホスフィ

ン配位子 BINAP を用い、Eu(III)錯体における配位性

さらに acetone 溶液、chloroform溶液中における溶媒

効果による CPL 特性について検討した。その結果、

両溶媒とも極大発光波長は、Eu(III)での f-f 遷移によ

る 592, 617, 657, 703 nm付近で CPLが観測された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［２］光学活性ビナフチル有機発光体の CPLスイッ

チング 

本研究では、軸不斉ビナ

フチルユニットに置換基を

導入した軸不斉ビナフチル

発光体を用い、溶媒の種類

を変えることによる、CPL

特性制御について検討した。 

6,6'位にフェニル基を導入したビナフチル発光体

のCPLスペクトルを、chloroform溶液中およびDMF

溶液中で測定した。その結果、両溶媒中基底状態の

CD スペクトルにおいて顕著な違いは、観測されな

かったが、励起状態である CPL スペクトルにおい

ては、興味深いことに、同じ化合物であるにも関わ

らず、chloroform溶液中、DMF 溶液中と溶媒の種類 

 

を変えることにより、CPL符号を反転させることに

成功した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［３］光学活性ペプチド－ピレン有機発光体の非古

典的 CPL特性制御 

本研究では、光学活性ペプチド-ピレン有機発
光体を合成し、キラルな光学特性について検討し
た。 

2 個のピレンユ
ニット間におけ
る炭素数を増長
(C1～C8)させる
ことにより、CPL

特性の制御を試
みた。結果、興味
深いことに、D-1

が正のエキシマ―CPLを示したのに対し、D-2で
は、同じ絶対配置を有するペプチドユニットを用
いているにも関わらず、負のエキシマーCPLを示
し、CPLが反転した。D-2から D-6にかけて、同
様に負のエキシマーCPL を示したが、D-7、D-8

において、再び、正のエキシマ―CPL を示し、
CPLが反転した。 
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